
問28 あなたはこれまでに職場や学校、地域などで次にあげるア～キのようなセクシュアル・ハラ
スメント（セクハラ）やジェンダーハラスメントを受けたことがありますか。
（〇はそれぞれ1つだけ）

1. セクシュアル・ハラスメント等の被害の経験について
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第７章 セクシュアル・ハラスメント等について

図表98 セクハラ等被害の具体的内容（性別）

ハラスメントの具体的内容を男女別にみると、女性の割合が高く、「性的な言葉によるからかい(性的な冗談・性的な

体験談を話す・聞く」(19.1%)、「お茶くみ、後片付け、私用等を強制される」(16.7%)、「結婚、離婚、恋人、妊

娠、子どもの有無等についてあれこれ言う」(16.8%)が高い割合を占めた。
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図表97 何らかのセクハラ等被害を受けた経験（性別）

何らかのセクシュアル・ハラスメントやジェンダー・ハラスメントを受けた経験を性別でみると、女性で32.9％、男性で
も8.7％が受けたことがあるとしている。
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図表99 セクハラ等被害の具体的内容（年代別）
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ハラスメントの経験を年代別にみると、20代、30代、40代において「結婚、離婚、恋人、妊娠、子どもの有無等

についてあれこれ言う」が高い割合を占めた。また、40代は「性的な言葉によるからかい(性的な冗談・性的な体

験談を話す・聞く)が22.2%と高い割合を占めた。
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問28-1 あなたは誰かに相談しましたか。（〇は1つだけ）

2. セクシュアル・ハラスメント等被害についての相談状況

図表100 セクハラ等被害の相談状況（性別）
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２０歳代(n=55) ３０歳代(n=76) ４０歳代(n=107)

５０歳代(n=70) ６０歳代(n=52) ７０歳以上(n=36)

ハラスメントに対する相談の有無を性別・年代別をみると、ともに「相談していない」が高い割合を占めた。

ただ、男女比較で見てみると「相談した」の項目にて、女性（25.3％）男性（5.2％）と20ポイント差がある。

図表101 セクハラ等被害の相談状況（年代別）
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【問28-1で「相談していない」と回答した方へお聞きします。】
問28-2 相談しなかった理由は何ですか。（〇はいくつでも）

3. セクシュアル・ハラスメント等被害を受けて相談しなかった理由

図表102 セクハラ等被害について相談しなかった理由（性別）

ハラスメントを受けた後、誰にも相談しなかった方の理由は「相談するほどの事ではないと思ったから」が最も多く、
女性が49.1％、男性が54.0％である。次いで「相談しても無駄だと思うから」で36.2％である。
「相談しても無駄」は女性に多く、男性と13ポイントの差がある。
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無回答

全体（N=271) 女性（N=216) 男性（N=50)
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20歳代（N=34) 30歳代（N=54) 40歳代（N=80)

50歳代（N=42) 60歳代（N=35) 70歳以上（N=23)

ハラスメント被害を誰にも相談しなかった方の理由を年代別でみると、30代を除いて、「相談するほどの事ではな
いと思ったから」が最も多い。30代は「相談しても無駄だと思うから」が40.7％で最も多い。

図表103 セクハラ等被害について相談しなかった理由（年代別）
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問29 配偶者等からの暴力やセクシュアル・ハラスメント、性暴力など女性に対する暴力をなくする
ために、取り組みを進める必要があるのはどのようなことですか。（〇はいくつでも）

4. DVやセクシュアル・ハラスメント等、女性に対する暴力抑止について

図表104 女性に対する暴力をなくすために必要なこと（性別）
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全体(n=1,693) 女性(n=1,022) 男性(n=670)

性別ごとで10ポイント以上の差がみられたのは「被害者のための相談窓口や保護施設を充実させる」と「加害者

に対して必要なカウンセリングをする」の2回答。いずれも女性のほうが男性より回答が多かった。
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無回答

２０歳代(n=153) ３０歳代(n=259) ４０歳代(n=315)

５０歳代(n=310) ６０歳代(n=331) ７０歳以上(n=321)

「男性相談窓口の充実」については年代が低くなるにつれて高く、逆に「女性に対する暴力を許さない社会づく

りに向けて意識啓発をする」が年代が高くなるにつれ高くなっている。

図表105 女性に対する暴力をなくすために必要なこと（年代別）
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5. 調査結果の分析 ～セクシュアル・ハラスメントについて～

「 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 」 は 様 々 な ハ ラ ス メ ン ト の な か で も 、 早 く か ら 社 会 問

題 と な り 知 名 度 も 高 く な っ て き た は ず だ が 、 ま だ ま だ 根 絶 に は 程 遠 い 現 状 が 本 調

査 か ら は う か が え る 。 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 被 害 で 最 も 多 く 報 告 さ れ た 経験 が

「 性 的 な 言 葉 に よ る か ら か い （ 性 的 な 冗 談 、 性 的 な 体 験談 を 話 す ・ 聞 く ） 」 で あ

る 。 被 害 者 の 多 く は 女 性 で あ り 、 加 害 者 側 の 男 性 は そ れ を 「 男 ら し さ 」 の ジ ェ ン

ダ ー 的 証明 と し て 行 っ て い る 可能性 も あ る 。

セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 被 害 を 「 ハ ラ ス メ ン ト 」 と い う 犯 罪行為 と し て 捉 え る と と

も に 、 「 ジ ェ ン ダ ー の 問 題 」 と し て も 取 り 組 む 必 要 が あ る だ ろ う 。 男 性 の ジ ェ ン ダ ー

規 範 の な か に は 、 性 的 に 活発 で あ る こ と や 女 性 に 対 し 性的 に 優位 に 立 ち 、 更 に は

支 配 す る こ と が し ば し ば 含 ま れ る 。 「 性 的 な 言 葉 」 を 女 性 の 前 で 発 す る こ と は 、 そ

の 男性性 を誇示 す る 行動 の 一環 と も な り う る 。

四 番 目 に セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 体 験 と し て 多 か っ た 「 食 事 等 へ の し つ こ い 誘

い 」 も 同 様 で あ る 。 男 性 と し て 積 極 的 に 行 動 し 、 女 性 を 手 中 に 収 め る 強 引 さ も 、

「 男 ら し さ 」 と 解 釈 さ れ る こ と が 多 い 。 そ の よ う な 男性 の ジ ェ ン ダ ー 意 識 を 根本的 に

変 え る こ と な し に は 、 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 行 為 を 止 め さ せ る こ と は 困 難 だ ろ う 。

こ の よ う な セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト を 男 ら し さ の ア ピ ー ル と 勘 違 い す る 男 性 の ジ ェ

ン ダ ー 意 識 に 関 し て は 、 そ れ を 女 性 が 受 け 入 れ も 賞賛 も し な い 、 も し く は そ れ が 女

性 に 対 し 魅力的 な人間性 を ア ピ ー ル す る こ と に は 繋 が ら な い 、 と い う 気 づ き を 男性

側 が 明確 に 持 つ 必要 が あ る 。

同 様 の 質 問 に 、 男 性 の 4 . 8 % が 被 害 を 受 け た と 回 答 し て い る 。 男 性 同 士 が 被

害者 ・ 加 害者 の 可能性 も あ る し 、 性 的 に 多様 な背 景 を 持 つ 男性 の 回答 が 含 ま れ

る 可 能 性 も 排 除 で き な い が 、 シ ス ジ ェ ン ダ ー ※ ① 男 性 で あ っ た と し て も 逆 に 女 性 に

性的 な言葉 を発 せ ら れ る こ と で 、 男 性 の ジ ェ ン ダ ー 規 範 を 意識 さ せ ら れ る こ と 自 体

を 不快 と 感 じ る こ と も あ る だ ろ う 。

※ ① シ ス ジ ェ ン ダ ー 生 ま れ た と き に 割 り 当 て ら れ た 性 別 と 自 分 で 認 識 し て い る 性 （ 性 自

認 ） が 一 致 し て い る 状 態 や 人
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三番目 に多 い ハ ラ ス メ ン ト の 経 験 で あ る 「 お 茶 く み 、 後 片付 け 、 使用等 の 強制 」

は 、 特 別 な ス キ ル を 必 要 と し な い 雑 用 と し て 、 し ば し ば 女 性 に 押 し 付 け ら れ る 。 こ

れ ら の 雑用 を 「 女 性 の 仕事 」 と す る 風 潮 は 、 ま だ ま だ 社会 に 根 強 く あ る 。 男 性 と 能

力 の 変 わ ら な い 女性 が 、 た だ 単 に 女性 と い う だ け で 、 こ の よ う な 雑 用 を 押 し 付 け ら

れ る の は 女 性 差別 で あ り 屈 辱 的 で も あ る 。 ま た 「 接 待 」 や 「 奉 仕 」 を 女 性 の ジ ェ ン

ダ ー 規 範 と し て 強 い る 社会的圧力 も あ る 。 こ の ジ ェ ン ダ ー 規 範 は男性 の み な ら ず 、

女 性自身 の 間 で も 共有 さ れ 、 「 女 性 ら し さ 」 の 表 現 と し て 使 わ れ て き た こ と も 否 定

で き な い 。 1 . 3 % の 男性 が 、 同様 の 体験 を セ ク ハ ラ や ジ ェ ン ダ ー ハ ラ ス メ ン ト と し て

報 告 し て い る が 、 こ れ は 「 男 性 な の に こ ん な 屈 辱 的 な こ と を 強 い ら れ た 」 と い う 意

味 で あ ろ う か 。 も し く は 年 上 や 地位 の 高 い 男性 に 「 私 用 を 強 制 」 さ れ 、 使 い パ シ リ

に さ れ た 、 と い う こ と な の か も し れ な い が 、 そ れ で は 「 パ ワ ハ ラ 」 で あ っ て も 「 セ ク シ ュ

ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 」 や 「 ジ ェ ン ダ ー ハ ラ ス メ ン ト 」 に は 該 当 し な い だ ろ う 。 解 釈 の 難

し い と こ ろ で あ る 。

「 結 婚 、 離 婚 、 恋人 、 妊娠 、 子 ど も の 有無等 に つ い て あ れ こ れ言 う 」 こ と を 、 ハ ラ

ス メ ン ト と 捉 え な い 人 は ま だ ま だ 多 い だ ろ う 。 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 経 験 と し て

二 番 目 に 被 害 の 報告 が 多 か っ た こ の ケ ー ス は 、 疑 似親族的 な親密性 を半 ば無理

や り 押 し 付 け る 形 で 、 個 人 の プ ラ イ バ シ ー 権 を 侵 害 す る 。 「 世 話 を 焼 く い い 人 」 が 、

お 節 介 で 押 し 付 け が ま し く な る こ と は し ば し ば だ が 、 人 の た め と 思 い 込 ん だ 行 動 が 、

ジ ェ ン ダ ー 差 別 的 で 逆 に 相 手 を 傷 つ け て し ま う こ と も よ く あ る 。 「 結 婚 、 離 婚 、 恋

人 、 妊娠 、 子 ど も の 有無等 」 に 関 し て と や か く 言 う 人 は 、 た い て い 異性愛 を前提 に 、

あ る 一定 の 年齢 に な る と 人 は 「 恋 人 を 持 つ べ き 」 で 、 そ の 後 は 「 結 婚 す る の が 当 た

り 前 」 で あ り 「 女 性 は 子 ど も を 産 む も の 」 、 と い っ た ジ ェ ン ダ ー 規 範 を 相 手 に 押 し 付

け る 形 で 世 話 を 焼 こ う と す る の だ 。 「 イ チ ャ リ バ チ ョ ー デ ー 」 と い っ た 価 値 観 で 、 親

密 な 人 間関係 を 求 め が ち な 沖 縄 県 に お い て 、 ジ ェ ン ダ ー に 対 す る 意 識 が な い ま ま

他 者 と 向 き 合 う と 、 よ か れ と 思 っ た 発 言 や 行 動 が 差 別 と な り ハ ラ ス メ ン ト と な る 可

能 性 は 高 い 。 真 の 信 頼 関係 を 築 く た め に も 、 ジ ェ ン ダ ー や 多 様 性 に 対 す る 意 識 を

高 く 持 つ こ と が 必要 と さ れ る 。
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ハ ラ ス メ ン ト 経 験 の 多 く は 、 告 発 さ れ る こ と も 相 談 さ れ る こ と も 無 い 。 本 調査 に お

い て も 、 性 別 ・ 年 代 別 を 問 わ ず 、 過 半 数 の ケ ー ス が 相 談 さ れ ず に い る 。 場 合 に

よ っ て は 刑 事 告 発 さ れ る べ き ハ ラ ス メ ン ト も あ る こ と か ら 、 安 心 し て 相 談 で き る 環

境 を 整 え る 必 要 が あ る 。 会 社 内 に 相 談窓口 を 構 え る 場 合 、 ど ん な 被 害 者 で も 相

談 で き る よ う に 複 数 の 多 様 性 に 富 ん だ 相 談 相 手 を 設 定 す る こ と が 望 ま し い 。 ま た

個 人 情 報保 護 や 、 ハ ラ ス メ ン ト 告 発 が そ の 後 の 被 害者 の 昇 級 や 給 与 、 社 内 に お

け る 人間関係 に悪影響 が及 ば な い よ う に す る こ と が 重 要 で あ る 。 狭 い 島社会 の 沖

縄 で は 、 行 政 の 設 置 し た 窓 口 の 相 談役 が 知 り 合 い で は な い か 、 組 織 内 や 地 域 で

噂 が 広 が り 生 き づ ら く な ら な い か な ど 、 ハ ラ ス メ ン ト の 二 次 被 害 と も い え る 心 配 事

が あ る が ゆ え に 相談 で き な い ケ ー ス も 少 な く な い 。

「 性 暴 力 を な く す た め の 取 り 組 み 」 と し て 、 特 に 女 性 か ら の 要 望 が 多 か っ た の が

「 女 性 に 対 す る 暴 力 を 許 さ な い 社 会 づ く り に 向 け て 意 識 啓発 を す る 」 こ と と 「 被 害

者 の た め の 相 談 窓 口 や 保 護 施設 を 充 実 さ せ る 」 こ と 、 そ し て 「 法 律 ・ 制 度 の 見 直

し を 行 う 」 こ と で あ っ た 。 性 暴 力 は 男 性 が 女 性 に 対 し て 性 的 に 優 位 に 立 ち 、 所 有

物 と し て 支 配 コ ン ト ー ル す る 、 と い う 「 男 ら し さ 」 の ジ ェ ン ダ ー 的 価 値 観 が 、 そ の 根

底 に あ る 。 暴 力 は競争 に 勝 つ た め 、 権 力 を 維持 す る た め 、 と 言 う 理 由 で 男社会 の

な か で 正 当 化 さ れ て き た 。 「 強 さ 」 や 「 権 力 」 へ の 意 思 は 、 「 男 ら し さ 」 と し て 男 性

間 で 共有 さ れ て い る 価値観 の み な ら ず 、 そ の よ う な 男性 を 望 ま し い と す る 女 性 と の

共 犯 関 係 に よ っ て 成 立 し て い る 。 支 配 や コ ン ト ロ ー ル 、 暴 力 に よ ら な い 平 和 で 自

由 な社 会 を実 現 す る た め に は 、 全 て の 人 が そ の 暴 力的 な ジ ェ ン ダ ー 価値観 か ら 解

放 さ れ る 必要 が あ る 。 特 に 若 い 世代 の 間 で多 か っ た 「 男 性相談窓口 の充実 」 に 対

す る 要 望 は 、 ま さ に 男 性 自 身 が 自 ら の ジ ェ ン ダ ー 規 範 に 向 き 合 い 、 そ れ を 克 服 す

る た め の 重 要 な 機 会 へ と つ な が る だ ろ う 。 被 害 者 の 救 出 と と も に 加 害 者 を 更 生 さ

せ る 取 り 組 み が 同 時 に 実 施 さ れ る こ と で 、 は じ め て こ の 問 題 は 解決 へ と 向 か う だ ろ

う 。

（ 沖縄 キ リ ス ト 教学院大学 ・ 新垣誠）
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56.1

56.3

18.7

68.2

10.4

4.8

22.8

17.2

21.8

11.3

13.7

10.6

17.4

22.3

54.2

16.2

71.1

79.5

3.6

4.2

5.3

4.2

4.9

5.1

0 20 40 60 80 100

【凡例】

性的少数者（セクシュ

アルマイノリティ）

ＬＧＢＴ

ＬＧＢＴＱ

カミングアウト

アウティング

ＳＯＧＩ

第8章 性の多様性について

問30 あなたは、「性の多様性」に関連する次の言葉についてご存じですか。
（それぞれ1つ選ぶ）

１. 「性の多様性」に関連する言葉の認知度

図表106 性の多様性についての認知

聞いたことがあり、
意味も知っている

聞いたことはあるが、
意味は知らない 知らない 無回答

性の多様性に関連する言葉の認知についてみると、『性的少数者(セクシュアルマイノリティ)』、『LGBT』、『カミン

グアウト』は「聞いたことがあり、意味も知っている」が高い割合を占めた。

逆に『LGBTQ』、『アウティング』、『SOGI』は知らないが半数以上を占めた。
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57.1

55.4

61.4

61.4

59

55.5

61.3

43.9

21.7

24.8

22.2

22.8

23.8

25.8

18.4

24

18.3

16.1

16.3

15.4

15.9

16.5

16.9

22.1

2.8

3.7

0.4

1.3

2.3

3.3

10

0 20 40 60 80 100

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

２０歳代

(n=153)

３０歳代

(n=259)

４０歳代

(n=315)

５０歳代

(n=310)

６０歳代

(n=331)

７０歳以上

(n=321)

性の多様性についての認知（性別・年代）

問30 あなたは、「性の多様性」に関連する次の言葉についてご存じですか。
①性的少数者（セクシュアルマイノリティ）

図表107 性的少数者（セクシュアルマイノリティ）※

聞いたことがあり、
意味も知っている

聞いたことはあるが、
意味は知らない 知らない 無回答

※セクシュアルマイノリティ 同性が好きな人や、割り当てられた性別に違和感を覚える人（性同一性障害を含む）などの人々のことを
いいます。「性的マイノリティ」ともいいます。

〔性別〕

〔年代別〕
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58.9

53.4

81

76.1

66

55.8

45.3

34

14.2

22.2

6.5

13.9

16.2

21.6

23

16.5

23.3

20.3

12.4

9.7

16.8

20.6

27.2

37.1

3.6

4

0.4

1

1.9

4.5

12.5

0 20 40 60 80 100

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

２０歳代

(n=153)

３０歳代

(n=259)

４０歳代

(n=315)

５０歳代

(n=310)

６０歳代

(n=331)

７０歳以上

(n=321)

問30 あなたは、「性の多様性」に関連する次の言葉についてご存じですか。
②LGBT

図表108 ＬＧＢＴ※

聞いたことがあり、
意味も知っている

聞いたことはあるが、
意味は知らない 知らない 無回答

※LＧＢＴ 以下の頭文字
Ｌ（レズビアン）：女性の同性愛者
Ｇ（ゲイ）：男性の同性愛者
Ｂ（バイセクシュアル）：両性愛者
Ｔ（トランスジェンダー）：割り当てられた性別に違和感を覚える人

性の多様性についての認知（性別・年代）

〔性別〕

〔年代別〕
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20.5

16.1

34

27

19.7

14.8

14.2

12.8

21.1

23.4

23.5

30.5

24.8

25.5

16.9

14

53.2

55.7

42.5

41.7

53.7

56.1

62.5

59.2

5.1

4.8

0.8

1.9

3.5

6.3

14

0 20 40 60 80 100

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

２０歳代

(n=153)

３０歳代

(n=259)

４０歳代

(n=315)

５０歳代

(n=310)

６０歳代

(n=331)

７０歳以上

(n=321)

問30 あなたは、「性の多様性」に関連する次の言葉についてご存じですか。
③LGBTQ

図表109 ＬＧＢＴＱ※

※ＬＧＢＴＱ LGBTにあてはまらない人も含めた全ての性的少数者を表す言葉

性の多様性についての認知（性別・年代）

聞いたことがあり、
意味も知っている

聞いたことはあるが、
意味は知らない 知らない 無回答

〔性別〕

〔年代別〕
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74.4

59.9

77.1

79.9

81.9

79.7

64.4

36.8

9.5

14.3

10.5

8.5

7.6

10.3

13

16.8

12.5

21.6

12.4

10.4

8.9

8.4

17.8

34.9

3.6

4.2

1.2

1.6

1.6

4.8

11.5

0 20 40 60 80 100

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

２０歳代

(n=153)

３０歳代

(n=259)

４０歳代

(n=315)

５０歳代

(n=310)

６０歳代

(n=331)

７０歳以上

(n=321)

問30 あなたは、「性の多様性」に関連する次の言葉についてご存じですか。
④カミングアウト

図表110 カミングアウト※

※カミングアウト 自分が性的マイノリティであることを打ち明けること

性の多様性についての認知（性別・年代）

聞いたことがあり、
意味も知っている

聞いたことはあるが、
意味は知らない 知らない 無回答

〔性別〕

〔年代別〕
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11

9.7

18.3

13.1

9.5

9.7

7.3

9.3

12.2

16

12.4

14.3

15.2

16.1

11.8

12.1

72.6

69.4

69.3

72.2

73.7

71.6

75.2

64.8

4.2

4.9

0.4

1.6

2.6

5.7

13.7

0 20 40 60 80 100

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

２０歳代

(n=153)

３０歳代

(n=259)

４０歳代

(n=315)

５０歳代

(n=310)

６０歳代

(n=331)

７０歳以上

(n=321)

問30 あなたは、「性の多様性」に関連する次の言葉についてご存じですか。
⑤アウティング

図表111 アウティング※

※アウティング 本人の同意なしにその人のセクシュアリティを勝手に公表すること

性の多様性についての認知（性別・年代）

聞いたことがあり、
意味も知っている

聞いたことはあるが、
意味は知らない 知らない 無回答

〔性別〕

〔年代別〕
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4.8

4.9

11.8

6.2

2.9

2.9

4.2

5

10

11.8

6.5

10

12.1

14.8

8.2

9.7

80.9

78.1

81.7

83

83.5

79.4

82.2

71

4.3

5.2

0.8

1.6

2.9

5.4

14.3

0 20 40 60 80 100

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

２０歳代

(n=153)

３０歳代

(n=259)

４０歳代

(n=315)

５０歳代

(n=310)

６０歳代

(n=331)

７０歳以上

(n=321)

問30 あなたは、「性の多様性」に関連する次の言葉についてご存じですか。
⑥SOGI

図表112 ＳＯＧＩ※

※ＳＯＧＩ（ソジ） 性的指向（好きになる相手の性）と性自認（こころの性）を意味する言葉で、全ての人が持っているものです。

性の多様性についての認知（性別・年代）

聞いたことがあり、
意味も知っている

聞いたことはあるが、
意味は知らない 知らない 無回答

〔性別〕

〔年代別〕
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問31 あなたは、今までに自分の体の性、心の性または性的指向に悩んだことがありますか。
（1つ選ぶ）

2. 体の性、心の性または性的指向について悩んだ経験

図表113 悩んだ経験の有無（性別・年代）

4.6

5.2

3.9

8.5

10.4

5.1

4.5

1.2

1.6

91.5

92.1

91.9

91.5

89.6

93.3

93.2

93.4

90.7

3.8

2.7

4.2

1.6

2.3

5.4

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【凡例】

全体(n=1,721)

女性(n=1,022)

男性(n=670)

２０歳代(n=153)

３０歳代(n=259)

４０歳代(n=315)

５０歳代(n=310)

６０歳代(n=331)

７０歳以上(n=321)

はい いいえ 無回答

自分の体の性、心の性または性的指向に悩んだことがあると回答した人は全体で4.6％であった。

性別、年代別でみると、男性より女性のほうが1.3ポイント高く、30歳代が最も高い10.4%、20歳代が8.5%と

なった。

〔性別〕

〔年代別〕
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問32 性的少数者（セクシュアル・マイノリティ）であることを打ち明けられたことがありますか。
（1つ選ぶ）

3. 性的少数者であることを打ち明けられた経験

図表114 性的少数者であることの打ち明け（性別・年代）

14.4

18

9

34.6

30.1

17.5

10.3

5.4

2.8

80.8

78.3

85.5

64.7

68.7

80.6

86.1

90

85.4

4.9

3.7

5.5

0.7

1.2

1.9

3.5

4.5

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【凡例】

全体(n=1,721)

女性(n=1,022)

男性(n=670)

２０歳代(n=153)

３０歳代(n=259)

４０歳代(n=315)

５０歳代(n=310)

６０歳代(n=331)

７０歳以上(n=321)

ある ない 無回答

性的少数者であることを打ち明けられたことがあると回答した人は全体で14.4％であった。性別では男性より女性

が9ポイント高く、年代別でみると、20歳代が最も高い34.6％、次いで30歳代で30.1％となった。

〔性別〕

〔年代別〕
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問33 性の多様性について、どのようなお考えをお持ちですか。（1つ選ぶ）

４. 性の多様性についての考え方

44.1

6.3

25.4

8.6

5.1

5.9

1.1

3.5

47.3

6.8

25.5

6.7

4.7

4.4

1.1

3.5

39.1

5.4

25.2

11.6

5.8

8.2

1

3.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

性的少数者を性の多様性として認める必要がある

身近な問題だと思う

理解に努めようと思う

個人の趣味、趣向の問題である

一部の人たちのことで、身近な問題ではない

理解ができない

その他

無回答

全体(n=1,693) 女性(n=1,022) 男性(n=670)

62.1

9.2

15.7

7.8

1.3

1.3

2.6

56.4

8.5

19.7

8.5

1.2

3.1

1.9

0.8

50.5

8.6

23.8

8.3

3.2

2.9

0.3

2.5

41.6

4.2

30.6

10

5.2

4.8

1.3

2.3

39

4.2

29.6

8.2

8.2

6.3

0.9

3.6

27.7

4.7

27.1

8.1

8.7

14

0.9

8.7

0 10 20 30 40 50 60 70

性的少数者を性の多様性として認める必要がある

身近な問題だと思う

理解に努めようと思う

個人の趣味、趣向の問題である

一部の人たちのことで、身近な問題ではない

理解ができない

その他

無回答

２０歳代(n=153) ３０歳代(n=259) ４０歳代(n=315)

５０歳代(n=310) ６０歳代(n=331) ７０歳以上(n=321)

性の多様性についての考え方を男女別でみると、男女ともに「性的少数者を性への多様性として認める必要があ

る」「理解に努めようと思う」が高い割合を占めた。

また、20歳代～40歳代は「性的少数者を性の多様性を認める必要がある」が50％を超えた。

図表115 性の多様性についての考え方（性別・年代別）

〔性別〕

〔年代別〕
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問34 家族や友人など身近な方から性的少数者、ＬＧＢＴであることを打ち明けられたとしたら、
あなたはどう思いますか。（1つ選ぶ）

５. 身近な方から性的少数者であることを打ち明けられた場合の対応

図表116 身近な方が性的少数者であった場合の対応（性別・年代別）

34.8

8.1

32.1

1.1

20.4

0.4

3

38.9

8.6

31.2

0.8

17.3

0.5

2.6

28.5

7.3

33.4

1.6

25.2

0.3

3.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

理解したいと思う

応援したいと思う

いままで通り接する

距離を置きたいと思う

その時にならないと分からない

その他

無回答

全体(n=1,693) 女性(n=1,022) 男性(n=670)

24.8

9.2

51.6

0.7

12.4

0.7

0.7

35.1

17

37.1

10

0.4

0.4

42.2

7.9

35.9

0.6

11.1

2.2

41

7.1

29.4

1.6

19

0.3

1.6

34.1

4.8

29

0.9

26.9

0.6

3.6

27.1

4.4

21.8

2.2

36.1

0.6

7.8

0 10 20 30 40 50 60

理解したいと思う

応援したいと思う

いままで通り接する

距離を置きたいと思う

その時にならないと分からない

その他

無回答

２０歳代(n=153) ３０歳代(n=259) ４０歳代(n=315)

５０歳代(n=310) ６０歳代(n=331) ７０歳以上(n=321)

身近な方が性的少数者であった場合の対応を男女別でみると、女性は「理解したいと思う」(38.9％)、「いままで通
り接する」(31.2％）と高く、男性は「いままで通り接する」(33.4%)、「理解したいと思う」(28.5％)に続き、「その
時にならないと分からない」(25.2％)が高い割合を占めた。
また、20歳代は「いままで通り接する」が51.6％と高い割合を占め、70歳以上が「その時にならないと分からない」が
36.1％が高い割合となった。

〔性別〕

〔年代別〕
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問35 ＬＧＢＴの方が困難に感じるとしたら、どんな場合だと思いますか。（複数回答可）

６. LGBTであることが困難に感じる場合

図表117 LGBTであることが困難に感じる場合（性別）

62.3

58.6

54.6

50

49.8

43.6

38.6

35.3

34

33.1

1.5

1.1

6.2

64

59.7

60.4

55.2

50.7

44.8

41.3

40

39.4

35.4

1.4

0.9

5.3

59.6

56.9

45.8

42.1

48.4

41.6

34.3

28.1

25.5

29.6

1.8

1.3

7.6

0 20 40 60 80

偏見、差別がある

職場や学校等でいじめ、いやがらせを受ける

自らが認識する性とは異なる性のふるまいを強制される（トイレ、

着替え、服装など）

家族、友人等、周囲の理解が得られない

カミングアウトした後に周囲の態度が変化する

法整備が不十分

就職、仕事、待遇等で不利、不当な扱いを受ける

申請書などへの性別の記入

同性のパートナーとの関係を認めてもらえない

本人の了承なしに性的指向や性自認を暴露される

その他

困難を感じないと思う

無回答

全体(n=1,693) 女性(n=1,022) 男性(n=670)

LGBTであることが困難に感じる場合として全体を見ると、「偏見、差別がある」、「職場や学校等でいじめ、いや

がらせを受ける」、が半数を超えた。

性別でみると女性の数値はすべての項目において30％以上の高い数値となっている。
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図表118 LGBTであることが困難に感じる場合（年代別）

71.2

65.4

73.9

66

68.6

60.1

45.1

45.1

52.3

51

1.3

0.7

72.6

69.9

74.9

60.6

62.2

58.7

48.3

49.8

53.7

45.9

2.7

1.2

0.8

66

60

61.6

55.2

57.8

40

34.6

35.9

33

35.6

1

0.3

2.9

64.5

63.2

54.5

49.4

51.3

42.9

42.3

32.3

30.6

32.3

1

2.3

2.6

58

54.1

48.6

46.2

44.1

39.6

42

32.6

28.1

29

2.1

0.9

7.9

48.9

45.5

28.3

33.6

27.7

33

24.3

24.6

19.3

17.1

1.6

0.9

18.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

偏見、差別がある

職場や学校等でいじめ、いやがらせを受ける

自らが認識する性とは異なる性のふるまいを強制される（トイ

レ、着替え、服装など）

家族、友人等、周囲の理解が得られない

カミングアウトした後に周囲の態度が変化する

法整備が不十分

就職、仕事、待遇等で不利、不当な扱いを受ける

申請書などへの性別の記入

同性のパートナーとの関係を認めてもらえない

本人の了承なしに性的指向や性自認を暴露される

その他

困難を感じないと思う

無回答

２０歳代(n=153) ３０歳代(n=259) ４０歳代(n=315)

５０歳代(n=310) ６０歳代(n=331) ７０歳以上(n=321)

LGBTであることが困難に感じる場合を年代別にみると、最も回答が多かったのは20代・30代が「自らが認識する

性とは異なる性のふるまいを強制される(トイレ、着替え、服装など)」、40代は「偏見、差別がある」となった。
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問36 性的少数者、ＬＧＢＴの方々に対する偏見や差別などをなくすために、どのようなことが
必要だと思いますか。（複数回答可）

7. 偏見や差別などをなくすために必要なこと

図表119 偏見や差別などをなくすために必要なこと（性別）

56.3

53.2

49.4

47.8

37.3

35.1

30.7

29.3

27.8

3.4

1.7

4.4

58.8

53.8

51

53

40.5

31.6

32.6

32.6

27

2.3

1.8

4.5

52.4

52.1

47

39.9

32.4

40.4

27.8

24.2

29.1

4.9

1.5

4.2

0 10 20 30 40 50 60 70

幼少期からの教育

社会制度（法制度等）の整備

教育現場における環境整備

社会環境（トイレ・更衣室等）の整備

相談窓口の設置

県民全体に対する啓発

行政職員や教職員に対する研修

同性同士のパートナーであることを証明する行政の…

企業等に対する啓発

必要なものはない

その他

無回答

全体(n=1,693) 女性(n=1,022) 男性(n=670)

「県民全体に対する啓発」、「企業等に対する啓発」の2項目については女性より男性の回答が多い。
全体では、「幼少期からの教育」「社会制度の整備」がともに50％以上と高く、どちらも女性の数値が高い傾向。
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図表120 偏見や差別などをなくすために必要なこと（年代別）

68.6

57.5

56.9

60.8

34.6

29.4

32

44.4

34

3.3

1.3

73

60.6

59.5

57.9

39

39.8

33.2

43.2

30.9

3.9

2.7

62.9

53.7

53

57.8

31.7

34.3

29.2

25.7

25.1

4.1

1.3

2.2

56.5

56.8

55.5

44.2

38.7

35.2

35.2

25.5

28.7

2.9

1.3

1.9

49.5

54.1

45.3

43.8

36

34.7

31.7

28.4

28.4

2.1

2.4

5.4

38

41.1

32.7

32.4

43

35.5

24.6

19

24.6

3.7

0.9

13.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

幼少期からの教育

社会制度（法制度等）の整備

教育現場における環境整備

社会環境（トイレ・更衣室等）の整備

相談窓口の設置

県民全体に対する啓発

行政職員や教職員に対する研修

同性同士のパートナーであることを証明する行政の証明書

等の発行

企業等に対する啓発

必要なものはない

その他

無回答

２０歳代(n=153) ３０歳代(n=259) ４０歳代(n=315)

５０歳代(n=310) ６０歳代(n=331) ７０歳以上(n=321)

「幼少期からの教育」では20代・30代の回答が多く、40代以上では回答が少なくなっている。同様に「社会環境

（トイレ・更衣室等）の整備」も年代が上がるにつれ回答率が減少
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75

67.5

75

63.7

63.7

67.5

57.5

46.3

55

48.8

1.3

1.3

0 20 40 60 80

偏見、差別がある

職場や学校等でいじめ、いやがらせを受ける

自らが認識する性とは異なる性のふるまいを強制される（トイレ、着

替え、服装など）

家族、友人等、周囲の理解が得られない

カミングアウトした後に周囲の態度が変化する

法整備が不十分

就職、仕事、待遇等で不利、不当な扱いを受ける

申請書などへの性別の記入

同性のパートナーとの関係を認めてもらえない

本人の了承なしに性的指向や性自認を暴露される

その他

困難を感じないと思う

無回答

8. 「問31で今までに体の性、心の性または性的指向に悩んだことがある方の回答」

図表121 LGBTであることが困難に感じる場合／悩んだことがある方

※問31で「はい」と回答した方

「偏見・差別がある」と「自らが認識する性とは異なるふるまいを強制される」の割合が高い。特に「自らが認識する性
とは異なる性のふるまいを強制される」は全体より20ポイント以上高い回答率となっている。

自らが認識する性とは異なるふるまいを強制される
（トイレ、着替え、服装など）
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76.9

69.2

92.3

69.2

84.6

69.2

53.8

53.8

61.5

69.2

88.9

70.4

81.5

77.8

63.0

81.5

74.1

63.0

85.2

51.9

3.7

81.3

62.5

68.8

56.3

87.5

68.8

62.5

25.0

37.5

50.0

57.1

78.6

64.3

57.1

35.7

42.9

42.9

35.7

42.9

35.7

75.0

75.0

75.0

75.0

50.0

100.0

25.0

50.0

25.0

50.0

40.0

40.0

60.0

20.0

40.0

20.0

40.0

40.0

20.0

20.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

偏見、差別がある

職場や学校等でいじめ、いやがらせを受ける

自らが認識する性とは異なる性のふるまいを強制される（トイレ、着替

え、服装など）

家族、友人等、周囲の理解が得られない

カミングアウトした後に周囲の態度が変化する

法整備が不十分

就職、仕事、待遇等で不利、不当な扱いを受ける

申請書などへの性別の記入

同性のパートナーとの関係を認めてもらえない

本人の了承なしに性的指向や性自認を暴露される

その他

困難を感じないと思う

無回答

２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上

図表122 LGBTであることが困難に感じる場合／悩んだことがある方（年代別）
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※問31で「はい」と回答した方

図表123 偏見や差別などをなくすための取組／悩んだことがある方

67.5

71.3

66.3

62.5

31.3

43.8

41.3

46.3

40

1.3

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

幼少期からの教育

社会制度（法制度等）の整備

教育現場における環境整備

社会環境（トイレ・更衣室等）の整備

相談窓口の設置

県民全体に対する啓発

行政職員や教職員に対する研修

同性同士のパートナーであることを証明する行政の証明書等

の発行

企業等に対する啓発

必要なものはない

その他

無回答

はい

問36 性的少数者、LGBTの方々に対する偏見や差別などを無くすために、どのようなことが必要だと思いますか。

「社会制度（法制度等）の整備」、「幼少期からの教育」が高い割合になっている。
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図表124 偏見や差別などをなくすための取組／悩んだことがある方（年代別）

69.2

76.9

76.9

69.2

23.1

30.8

38.5

46.2

30.8

77.8

74.1

74.1

70.4

44.4

55.6

44.4

66.7

44.4

3.7

7.4

62.5

68.8

68.8

75.0

25.0

50.0

37.5

25.0

37.5

57.1

57.1

57.1

50.0

21.4

42.9

50.0

42.9

50.0

50.0

100.0

75.0

25.0

75.0

50.0

25.0

75.0

80.0

60.0

20.0

20.0

20.0

40.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

幼少期からの教育

社会制度（法制度等）の整備

教育現場における環境整備

社会環境（トイレ・更衣室等）の整備

相談窓口の設置

県民全体に対する啓発

行政職員や教職員に対する研修

同性同士のパートナーであることを証明する行政の証明書

等の発行

企業等に対する啓発

必要なものはない

その他

無回答

２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上
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９. 調査結果の分析 ～性の多様性について～

年々 、 性 の 多 様性 に 対 す る 関心 と 理 解 が 高 ま る 反 面 、 男 女 の 二 元論 か ら 抜 け

出 す こ と の で き な い 人 々 に よ る バ ッ ク ラ ッ シ ュ ※ ① も 顕 著 化 し て い る 。 セ ク シ ュ ア リ

テ ィ は 守 ら れ る べ き 人権 で あ り 、 全 て の 人 が 持 つ 多様性 の 一 つ で あ る 。

「 性 の 多 様 性 に つ い て の 認 知 」 を 見 て み る と 「 性 的 少 数者 （ セ ク シ ュ ア ル マ イ ノ

リ テ ィ ） 」 と 「 L G B T 」 、 「 カ ミ ン グ ア ウ ト 」 に 関 し て は 過 半 数 の 人 が 「 聞 い た こ と が

あ り 、 意 味 も 知 っ て い る 」 と 回 答 し た 。 意 味 は 知 ら な く と も 聞 い た こ と が あ る 、 と 答

え た 人 を 含 め る と 認 知度 は約７～８割 に の ぼ る 。 し か し 当 事者 の 人 権 を守 る う え

で 重要 な 「 ア ウ テ ィ ン グ 」 の 認 知度 は３割 に 届 か な い の が 実情 だ 。

ジ ェ ン ダ ー や 性 の 多様性 に 関 す る 課 題 は 、 国 際 社会 の 動向 と 強 く 連 動 し て い る

こ と も あ り 、 カ タ カ ナ や ロ ー マ 字 の 用 語 や 概念 が 比 較的多 い 。 ま た S N S や イ ン タ ー

ネ ッ ト に よ る 情 報 が 多 い こ と も あ っ て か 、 世 代 別 の 理 解 度 が 最 も 顕 著 に 現 れ る 領

域 で も あ る 。 デ ジ タ ル ・ ネ イ テ ィ ブ な 若 い世代 に お い て L G B T の 話題 は 、 日常生活

の な か に 自 然 と 溶 け 込 ん で い る 。 特 に L G B T の 認 知 度 に 関 し て は 、 シ ニ ア 世 代 か

ら ２ ０ 歳 代 ま で 世 代 を 追 う ご と に 高 ま っ て い る 。 興 味 深 い の は 、 L G B T に ク エ ス

チ ョ ン を 意 味 す る Q が 追加 さ れ た 途端 、 認知度 が 下 が っ て い る 点 で あ る 。 L G B T と

は 性 の 多 様性 の 象 徴 に 過 ぎ ず 、 そ の バ リ エ ー シ ョ ン は 人 の 数 ほ ど あ る と 言 っ て も 過

言 で は な い 。 多 様性 が い か に 多様 か に つ い て は 、 ま だ 良 く 理 解 さ れ て い な い の か も

し れ な い 。

当 事者 と し て あ る 程度 の 共通項 が あ る 反面 、 L G B T と 一 括 り に す る に は 無 理 が

あ る 側 面 も 理 解 し な く て は な ら な い 。 レ ズ ビ ア ン の カ ッ プ ル は 、 社 会 の ジ ェ ン ダ ー バ

イ ア ス に よ っ て ゲ イ カ ッ プ ル よ り も 所 得 の 低 い 傾 向 に あ り 、 経 済 面 で の 苦 労 を 強 い

ら れ て い る 。 ゲ イ 男 性 は し ば し ば 「 男 ら し さ 」 の ジ ェ ン ダ ー 規 範 に 苦 し み 、 自 殺 率 も

高 い 。 ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー （ T ) は 医 学的 な 側 面 を 持 つ こ と か ら も L G B と は 、 一 線

を 画 し た 対 応 を 社 会 が お こ な っ て き た 。 し か し そ の 療 法 も 保 険適 応 外 で あ り 過 度

な経済的負担 を強 い ら れ て い る 。

149



本調査 か ら 確認 で き る こ と は 、 若 い 世代 で あ る ほ ど 「 性 的指向 の悩 み 」 を 抱 え が

ち で 、 「 カ ミ ン グ ア ウ ト 」 さ れ た 経験 も 多 く 、 「 ア ウ テ ィ ン グ 」 と い っ た 用 語 に も 理解 が

あ る 、 と い う こ と だ 。 「 性 的 少 数 者 、 L G B T へ の 対 応 」 に 関 し て も 、 カ ミ ン グ ア ウ ト

さ れ て も 「 い ま ま で 通 り 接 す る 」 人 が 過 半 数 を 超 え て い る 。 こ の ま ま 時 代 が 進 め ば 、

性 の 多 様性 に 対 す る 理 解 も お そ ら く 右 肩 上 が り に 進 む だ ろ う 。 一 方 で 、 S O G I に

対 す る 認 知 度 は ま だ ま だ 低 い 。 「 性 的 指 向 ・ 性 自 認 」 を 意 味 す る こ の 言 葉 は 、 性

の 多 様 性 を 「 性 的 少 数 者 」 と い う 形 で 他 者 化 す る の で は な く 、 全 て の 人 が 持 つ 特

性 と し て 位 置 づ け る 。 L G B T 当事者 を 一 部 の マ イ ノ リ テ ィ 集 団 と み な す の で は な く 、

誰 も が 持 つ S O G I の ス ペ ク ト ラ ム ※ ② 上 に 全 て の 人 と 並 列 化 す る こ と で 、 性 の 多

様性 を全 て の 人 に関 わ る 特性 そ し て 人権 と し て 捉 え る 。 S O G I の 概念 へ の 理解 が

深 ま れ ば 、 性 の 多 様性 が 抱 え る 課 題 へ の 取 り 組 み も 一 層 人々 の 支 持 を 得 ら れ る

よ う に な る か も し れ な い 。

「 L G B T で あ る こ と が 困 難 に 感 じ る と き 」 は ど ん な 場 合 か 、 と い う 問 い に 対 し て 、

比 較 的 全 て の 世 代 で 多 か っ た 回 答 は 「 偏 見 、 差 別 が あ る 」 、 「 自 ら が 認 識 す る 性

と は 異 な る 性 の ふ る ま い を 強 制 さ れ る 」 だ っ た 。 他 に も 「 い じ め 、 い や が ら せ を 受 け

る 」 、 「 周 囲 の 理解 が 得 ら れ な い 」 、 「 カ ミ ン グ ア ウ ト し た 後 に 周囲 の 態度 が 変化 す

る 」 な ど 、 当 事者 の 人権 が 侵 害 さ れ る こ と へ の 理解 度 は高 い 。 沖縄県 で も よ う や く

男 女 混合名簿 が ス タ ン ダ ー ド と な り つ つ あ る 。 ま た 制 服 選択制度 を 導 入 す る 中学

校 ・ 高 校 も 徐々 に 増 え て は い る が 、 校 長 の 裁量 に よ る と こ ろ が 大 き く 、 完 全 な る 選

択 制 と い う よ り は 、 個 別 の ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー ・ 性 自 認 に 合 わ せ て 制 服 を 選 択 さ せ

る 学校 が 多 い よ う だ 。 こ の よ う な 「 特 殊 ケ ー ス 」 と し て の 特別対応 だ と 、 逆 に 目立 っ

て し ま い 、 イ ジ メ や 差別 の 対象 と な る 可能性 も 高 く な る 。

「 偏 見 や 差 別 な ど を な く す た め の 取 り 組 み 」 に つ い て 、 全 て の 世 代 で 最 も 多 か っ

た 答 え が 「 幼 少期 か ら の 教育 」 と 「 社 会 制 度（法制度等） の整備 」 で あ る 。 本 調

査 で も 明 ら か に な っ た よ う に 、 新 し い 世 代 で あ る ほ ど 性 の 多 様 性 に 対 す る 理 解 度

も 寛容性 も 高 い 。 加 え て 正 し い 情報 と 知識 、 多様性 に対 す る許容力 と 共感力 を
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若 い う ち か ら 育 め ば 、 よ り 人 権 意識 の 高 い 誰 も が 住 み や す い 沖 縄 社会 を 作 る こ と

が 可 能 だ ろ う 。 社 会 の 多 数 を 占 め る 人 々 が 当 た り 前 に 享 受 し て い る 社 会 的 恩恵

や 権利 を 、 差 別 に 晒 さ れ る 立 場 の 人 々 が 同 様 に 受 け ら れ る た め に 、 必 要 不可 欠

な の が 法 律 で あ り 制 度 で あ る 。 沖 縄 県 が 誰 一 人 と り 残 す こ と な い 包 摂 的 な 社 会

作 り を 目指 す な ら ば 、 性 的少数者 を守 る た め の 法制度 の 整備 は避 け ら れ な い だ ろ

う 。 同 時 に 性 自認 や 性 的指向 で 悩 む こ と の 多 い 若 者 を 救 済 す る た め の 相 談 窓口

や 教 育 現場 に お け る 環 境 整備 も 速 や か に 進 め る 必 要 が あ る 。 ま た 研 修 や 啓 発 を

通 し て 、 教 職員 や 行政職員 も意識 ・ 理 解 を 高 め る 努力 が 望 ま れ る 。

沖 縄 県 が 性 の 多 様 性 を 受 け 入 れ 、 L G B T フ レ ン ド リ ー で あ る こ と は 、 県 の 主 幹

産 業 で あ る 観 光 を 考 え て も 重 要 で あ る 。 官 民 一 体 と な っ て 誰 に で も ウ エ ル カ ム な

沖縄 を発信 す る こ と は 経済面 に 限 ら ず 、 沖縄２１世紀 ビ ジ ョ ン の 基 本理念 で あ る

「 2 1 世紀 に求 め ら れ る 人権尊重 と 共生 の精神 を基 に 、 “ 時 代 を切 り 拓 き 、 世 界 と

交 流 し 、 と も に 支 え合 う 平和 で 豊 か な 『 美 ら 島 』 お き な わ ” を 創 造 す る 」 た め に も 必

要不可欠 で あ る 。

（ 沖縄 キ リ ス ト 教学院大学 ・ 新垣誠）

※ ① バ ッ ク ラ ッ シ ュ ： 流 れ に 反 対 す る 運 動 ・ 勢 力

※ ② S O G I の ス ペ ク ト ラ ム ： 「 男 」 「 女 」 は 明 確 に 分 け ら れ る も の で は な い こ と か ら 、 色 と 色
の 間 に 境 界 の な い ス ペ ク ト ラ ム に た と え ら れ ま す 。
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第9章 男女共同参画行政について

問37 あなたは、次にあげる言葉を知っていますか。

１. 男女共同参画に関する用語の認知度

図表125 男女共同参画に関する用語の周知度

3.5

1.3

8.3

16.9

19

12.9

2.2

18

5.6

17.2

24.9

23.1

25

13

34.7

22

29.3

25.7

24.2

27.1

30.1

38.8

65.4

39.2

26.7

27.6

30.7

49.3

4.9

5.6

6.1

5.7

6.1

4.2

5.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ア 女性活躍推進法

イ ＤＥＩＧＯプラン（第５次沖縄県男女共同参画計

画）

ウ 多様性社会（ダイバーシティ）

エ ジェンダー

オ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）

カ 沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」

キ 政治分野における男女共同参画の推進に関する法律

内容もよく知っている 内容は少し知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 知らない 無回答

男女共同参画に関する用語の認知度をみると、「内容もよく知っている」、「内容は少し知っている」の2つの回答の合

算値では「ワークライフバランス」が最も高く、次いで「ジェンダー」が続いた。

「DEIGOプラン」や「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」では、知らないとの回答が50％以上と高

い。

イ DEIGOプラン（第5次沖縄県男女共同参画計画）
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問3８ 女性の社会進出は進みつつありますが、自治体の首長（知事や市町村長）や議員、
企業の管理職などはまだ女性が少ないのが現状です。このように女性の参画が少ない
理由は何だと思いますか。（〇は1つだけ）

2.自治体の首長や議員、企業の管理職に女性の参画が少ない理由

35.5

14

8.7

8.8

4.9

6.4

4.9

3.1

4.1

2.6

7

37.4

12.7

6.9

10.6

5.6

5.5

4.6

3.5

4.4

2.7

6.1

33.3

16

11.6

6.3

3.9

7.8

5.4

2.5

3.7

2.4

7.2

0 20 40

男性優位の社会の仕組み

や制度がある

女性の能力発揮のチャンス

が男性と同じように与えら

れていない

女性自身が役職に対する

関心やチャレンジ精神がな

い

女性は指導力が低いという

ような女性の能力に対する

偏見がある

男性がなる方がよい（なる

ものだ）と思っている人が多

い

女性の登用に関する認識

や理解が足りない

地域の会長や政策決定の

場に出られるような女性の

人材がいない

家族の理解や協力が得にく

い

「女はでしゃばるものではな

い」という社会通念がある

その他

無回答

全体(n=1,721) 女性(n=1,022) 男性(n=670)

女性の参画が少ない理由をみると、全体的に男性優位の仕組みや制度が全体の割合を占めた。また、「女性の能

力発揮のチャンスが男性と同じように与えられていない」とする男性が16％と女性より多く占めた。

「女性自身が役職に対する関心やチャレンジ精神がない」では男性の割合が高く「女性は指導力が低いというような

女性の能力に対する偏見がある」では女性の割合が高く男女でのギャップが見られる。

図表126 自治体の首長や議員、企業の管理職に女性の参画が少ない理由（性別）
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女性の参画が少ない理由について前回調査と比較すると、最も多い「男性優位の社会の制度や仕組みがある」が

27.9％から35.5％へと7.6ポイント増加。特に女性は28.3％から37.4％と9.1ポイント増加と、男性の増加率

（5.9ポイント）より多くなっており、より強く「男性優位の社会の仕組み」を感じているようである。
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3.9
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14
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8.8

4.9

6.4

4.9

3.1

4.1

2.6

7

37.4

12.7

6.9

10.6

5.6

5.5

4.6

3.5

4.4

2.7

6.1

33.3

16

11.6

6.3

3.9

7.8

5.4

2.5

3.7

2.4

7.2

0 10 20 30 40

男性優位の社会の仕組みや制度がある

女性の能力発揮のチャンスが男性と同じように与えられていない

女性自身が役職に対する関心やチャレンジ精神がない

女性は指導力が低いというような女性の能力に対する偏見がある

男性がなる方がよい（なるものだ）と思っている人が多い

女性の登用に関する認識や理解が足りない

地域の会長や政策決定の場に出られるような女性の人材がいない

家族の理解や協力が得にくい

「女はでしゃばるものではない」という社会通念がある

その他

無回答

H27年全体(n=2,878)

H27年女性(n=1,652)

H27年男性(n=1,226)

R2年全体(n=1,721)

R2年女性(n=1,022)

R2年男性(n=670)

図表127 自治体の首長や議員、企業の管理職に女性の参画が少ない理由（性別・今回調査、前回調査比較）
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問39 沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」では、男女共同参画社会づくりを目指した様々
な事業を実施していますが、今後、拡充してほしい事業は何ですか。（〇は３つまで）

3. 沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」で拡充してほしい事業

41.4

37.5

30.4

21.5

21.4

18.1

18.1

9.9

9.4

9.2

2.8

7.3

43.0

34.8

33.2

24.1

20.4

22.0

15.2

9.4

11.4

8.3

2.6

6.3

39.9

42.5

26.0

17.9

23.6

12.2

23.0

10.9

6.1

10.7

3.0

7.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

職業上役に立つ講座やセミナーの開催（就職、法律、起業に

関する事等）

男女共同参画社会に関する学習・講座開催（女性問題な

ど）

相談室（家庭内の問題、法律、健康に関することなど）

出張講座（各地域に財団が出向いて講座を主催する）

女性問題などに関する調査・研究

芸術や文化、暮らしに役立つ講座やセミナー

情報提供（図書、ビデオ、インターネット、広報啓発誌など）

交流の場の提供（ロビー、交流室、活動室など）

実習活動の場の提供（料理教室、茶室など）

学習・研究活動の場の提供（会議室、研修室など）

その他

無回答

(%)

全体(n=1,721)

女性(n=1,022)

男性(n=670)

今後、拡充してほしい事業を男女別にみると、女性が「職業上役に立つ講座やセミナーの開催(就職、法律、企業

に関する事等)」が43％、男性が「男女共同参画社会に関する学習・講座開催(女性問題など)」が42.5％と高い

割合を占めた。

図表128 沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」で拡充してほしい事業（性別）
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（就職、法律、起業に関する事等）

男女共同参画社会に関する学習・講座開催
（女性問題など）
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38.7
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17.9
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8.6
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37.5

30.4

21.5

21.4

18.1

18.1

9.9

9.4

9.2

2.8

7.3

43.0

34.8

33.2

24.1

20.4

22.0

15.2

9.4

11.4

8.3

2.6

6.3

39.9

42.5

26.0

17.9

23.6

12.2

23.0

10.9

6.1

10.7

3.0

7.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

職業上役に立つ講座やセミナーの開催（就職、法律、起業に

関する事等）

男女共同参画社会に関する学習・講座開催（女性問題な

ど）

相談室（家庭内の問題、法律、健康に関することなど）

出張講座（各地域に財団が出向いて講座を主催する）

女性問題などに関する調査・研究

芸術や文化、暮らしに役立つ講座やセミナー

情報提供（図書、ビデオ、インターネット、広報啓発誌など）

交流の場の提供（ロビー、交流室、活動室など）

実習活動の場の提供（料理教室、茶室など）

学習・研究活動の場の提供（会議室、研修室など）

その他

無回答

(%)

H27年 全体(n=2,878)

H27年 女性(n=1,652)

H27年 男性(n=1,226)

R2年 全体(n=1,721)

R2年 女性(n=1,022)

R2年 男性(n=670)

今後拡充してほしい事業を前回調査と比較すると、前回より増加している事業がいくつかあるものの、増加率は大

きくない。女性の要望がも最も増えたのは「職業上役に立つ講座やセミナーの開催（就職、法律、起業に関する

事等）」で、37.3％から43.0％へと5.7ポイント増加した。

図表129 沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」で拡充してほしい事業（性別・今回調査、前回調査比較）
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男女共同参画社会に関する学習・講座開催
（女性問題など）

相談室
（家庭内の問題、法律、健康に関することなど）

出張講座
（各地域に財団が出向いて講座を主催する）

情報定稿
（図書、ビデオ、インターネット、広報啓発誌など）



問40 男女共同参画社会の実現を目指して、今後、県や市町村はどのようなことに力を入れて
いくべきだと思いますか。各項目について、①重要度と②優先度をそれぞれひとつお選びください。

4. 男女共同参画社会の実現のために行政が推進すべきこと
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【凡例】

学校現場における男女の平等と相互の理解や協力についての学

習を充実する

生涯学習の場における男女の平等と相互の理解や協力について

の学習を充実する

広報誌やパンフレットで男女の平等と相互の理解や協力について

の啓発を充実する

男性に対する意識啓発を充実する

女性に対する意識啓発を充実する

女性の就業支援のため、就業情報の提供や職業訓練を充実す

る

職場における男女格差是正、労働時間短縮、育児・介護休業

制度の普及促進を図る

育児・介護の支援充実や就労環境の整備など、仕事と家庭・地

域生活の両立を支援する

配偶者等に対する暴力（セクハラ、ＤＶなど）の根絶と被害者

に対する支援を充実する

女性の社会参画を促進するための研修などを充実する

相談窓口を充実する

県や市町村の審議会など、政策・方針を決定する場への積極的

な女性の登用を図る

性の多様性に関する意識啓発

図表130 男女共同参画社会の実現のために行政が推進すべきこと（重要度）

非常に
重要

ある程度
重要

どちらと
も言え
ない

あまり重
要では
ない

全く重要
ではない 無回答

学校現場における男女の平等と相互の理解や協力についての
学習を充実する

生涯学習の場における男女の平等と相互の理解や協力につい
ての学習を充実する

広報誌やパンフレットで男女の平等と相互の理解や協力につい
ての啓発を充実する

女性の就業支援のため、就業情報の提供や職業訓練を充実す
る

職場における男女格差是正、労働時間短縮、育児・介護休業
制度の普及促進を図る

育児・介護の支援充実や就労環境の整備など、仕事と家庭・
地域生活の両立を支援する

配偶者等に対する暴力（セクハラ、ＤＶなど）の根絶と被害者
に対する支援を充実する
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県や市町村の審議会など、政策・方針を決定する場への積極
的な女性の登用を図る
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16.0
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【凡例】

学校現場における男女の平等と相互の理解や協力についての学

習を充実する

生涯学習の場における男女の平等と相互の理解や協力について

の学習を充実する

広報誌やパンフレットで男女の平等と相互の理解や協力について

の啓発を充実する

男性に対する意識啓発を充実する

女性に対する意識啓発を充実する

女性の就業支援のため、就業情報の提供や職業訓練を充実す

る

職場における男女格差是正、労働時間短縮、育児・介護休業

制度の普及促進を図る

育児・介護の支援充実や就労環境の整備など、仕事と家庭・地

域生活の両立を支援する

配偶者等に対する暴力（セクハラ、ＤＶなど）の根絶と被害者

に対する支援を充実する

女性の社会参画を促進するための研修などを充実する

相談窓口を充実する

県や市町村の審議会など、政策・方針を決定する場への積極的

な女性の登用を図る

性の多様性に関する意識啓発

非常に
重要

ある程度
重要

どちらと
も言え
ない

あまり重
要では
ない

全く重要
ではない 無回答

図表131 男女共同参画社会の実現のために行政が推進すべきこと（優先度）

県や市町村の審議会など、政策・方針を決定する場への積極的な
女性の登用を図る

学校現場における男女の平等と相互の理解や協力についての
学習を充実する

生涯学習の場における男女の平等と相互の理解や協力についての
学習を充実する

広報誌やパンフレットで男女の平等と相互の理解や協力についての
啓発を充実する

女性の就業支援のため、就業情報の提供や職業訓練を充実する

職場における男女格差是正、労働時間短縮、育児・介護休業制
度の普及促進を図る

育児・介護の支援充実や就労環境の整備など、仕事と家庭・地域
生活の両立を支援する

配偶者等に対する暴力（セクハラ、ＤＶなど）の根絶と被害者に
対する支援を充実する
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優先度かつ重要度が高い事項

① 「育児・介護の支援充実や就労環境の整備など、仕事と家庭・地域生活の両立を支援する」
② 「配偶者等に対する暴力（セクハラ、DVなど）の根絶と被害者に対する支援を充実する」
③ 「職場における男女格差是正、労働時間短縮、育児・介護休業制度の普及促進を図る」

優先度×重要度

学校現場における男女の平

等と相互の理解や協力につい

ての学習を充実する

生涯学習の場における男女の

平等と相互の理解や協力につ

いての学習を充実する

広報誌やパンフレットで男女の

平等と相互の理解や協力につ

いての啓発を充実する

男性に対する意識啓

発を充実する

女性に対する意識啓発

を充実する

県や市町村の審議会など,政

策・方針を決定する場への積

極的な女性の登用を図る

職場における男女格差是正,

労働時間短縮,育児・介護休

業制度の普及促進を図る

育児・介護の支援充実や就労

環境の整備など,仕事と家庭・地

域生活の両立を支援する

配偶者等に対する暴力（セク

ハラ,ＤＶなど）の根絶と被害

者に対する支援を充実する

女性の社会参画を

促進するための研修

などを充実する 相談窓口を充実する

女性の就業支援のため,就業

情報の提供や職業訓練を充

実する

性の多様性に関する

意識啓発

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

3.50 4.00 4.50 5.00

優

先

度

重要度

業態 重要度 優先度

学校現場における男女の平等と相互の理解や協力についての学習を充実する 4.30 4.12

生涯学習の場における男女の平等と相互の理解や協力についての学習を充実する 4.06 3.90

広報誌やパンフレットで男女の平等と相互の理解や協力についての啓発を充実する 3.62 3.49

男性に対する意識啓発を充実する 3.81 3.70

女性に対する意識啓発を充実する 3.85 3.74

女性の就業支援のため,就業情報の提供や職業訓練を充実する 4.11 4.02

職場における男女格差是正,労働時間短縮,育児・介護休業制度の普及促進を図る 4.38 4.32

育児・介護の支援充実や就労環境の整備など,仕事と家庭・地域生活の両立を支援する 4.45 4.39

配偶者等に対する暴力（セクハラ,ＤＶなど）の根絶と被害者に対する支援を充実する 4.40 4.34

女性の社会参画を促進するための研修などを充実する 3.83 3.72

相談窓口を充実する 4.00 3.91

県や市町村の審議会など,政策・方針を決定する場への積極的な女性の登用を図る 4.11 4.02

性の多様性に関する意識啓発 3.92 4.02

図表132 男女共同参画社会の実現のために行政が推進すべきこと（優先度かつ重要度が高い事項）
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5. 調査結果の分析 ～男女共同参画行政について～

本調査 で は 、 こ れ ま で と 同 様 に 、 沖 縄県民 の 男女 共同参画行政 に 関 す る 認 知

度 や 、 そ の 事業推進 を図 る う え で の ニ ー ズ 等 を把握 す る 質問項目 を設 け て い る 。

問 3 7 で は 、 男 女共同参画行政 に関 わ る 主要 な 法制度 や キ ー ワ ー ド 等 の 認知

度 に つ い て 調 査 を 行 な っ て い る 。 な お 、 時 代 状 況 ・ 社 会 状況 に 応 じ て 、 そ の 法 制

度 や キ ー ワ ー ド の 重 点 は 変 化 す る た め 、 今 回 調査 か ら い く つ か の 項 目 を 入 れ 替 え

て い る 。 ま ず 、 前 回 調 査（ 2 0 1 5 年） で も 取 り 上 げ て い る 項 目 か ら 見 て い き た い 。

「 D E I G O プ ラ ン （ 第 ５ 次 沖 縄 県 男 女 共同 参 画 計 画 ） 」 に つ い て は 、 「 内 容

も よ く 知 っ て い る ／ 少 し 知 っ て い る 」 の 合 計 が 6 . 9 ％ に と ど ま り 、 前 回 調 査 と 比 べ

て も ま っ た く 変 化 が 見 ら れ な い 。 一 方 、 「 ジ ェ ン ダ ー 」 （ 1 7 . 1 ポ イ ン ト 上 昇 ） 、

「 仕 事 と 生 活 の 調 和 （ ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス ） 」 （ 1 5 . 8 ポ イ ン ト 上 昇 ） 、 さ ら

に 「 沖 縄 県 男女共同参画 セ ン タ ー 「 て ぃ る る 」 」 （ 5 . 6 ポ イ ン ト 上 昇） に つ い て は 、

一 定 程度認知度 が 上 が っ た と い え る 。 と く に 、 「 ジ ェ ン ダ ー 」 は 学 校 教育 、 社 会 教

育場面 で用 い ら れ て お り 、 着 実 に 浸透 し て い る よ う で あ る 。

ま た 「 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス 」 に つ い て は 、 沖 縄県 が 同事業 に積極的 に取 り 組

む 企 業 を 認 証 し て い る 。 そ の 認 証 企業 は 、 前 回 調査時点 で 5 9 で あ っ た が 、 今 回

調 査 時 点 で は 8 9 と な っ て お り 、 認 知 度 の 向 上 に 一 定 の 効 果 を あ げ て い る こ と が

予 想 さ れ る 。

次 に 、 今 回 調 査 に お い て 初 め て 設 け ら れ た 項 目 の 認 知 度 に つ い て 見 て お く 。

「 女 性 活 躍 推 進 法 」 に つ い て は 、 「 内 容 も よ く 知 っ て い る ／ 少 し 知 っ て い る 」 の 合

計 が 2 1 . 5 ％ に と ど ま っ た 。 ま た 「 多 様 性 社 会 （ ダ イ バ ー シ テ ィ ） 」 が 合 計

2 5 . 5 ％ 、 「 政 治 分 野 に お け る 男 女 共 同 参 画 推 進 に 関 す る 法 律 」 も 合 計

1 5 . 2 ％程度 で あ る 。 こ れ ら の 法 制 度 や キ ー ワ ー ド は 、 施 行年 の 新 し さ や メ デ ィ ア

報 道 も 手 伝 い 、 そ の 認 知 度 は 、 先 ほ ど の 「 D E I G O プ ラ ン 」 よ り も 大 き く 上 回 る 結

果 と な っ た 。 し か し 、 こ れ ら に つ い て も 、 今 後 様々 な 場 面 や 媒 体等 で 用 い ら れ 、 さ

ら に 個 々 の 生 活 と ど の よ う に 関 連 し て い る の か が 認 知 さ れ な け れ ば 、 社 会 的 に 定

着 し て い か な い こ と が 予想 さ れ る 。
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次 に 問 3 8 は 、 自 治 体 の 首 長 や 議 員 、 企 業 の 管 理職 な ど 、 意 思 決定 お よ び 企

画 立案部門 に女 性 の 参 画 が 少 な い 理由 に つ い て 尋 ね た 質 問 で あ る 。 「 男 性 優位

の 社 会 の 仕 組 み や 制 度 」 が 3 5 . 5 ％ で 最 も 高 い 割 合 と な っ た が 、 前 回 調 査 と 比

較 す る と 7 . 6 ポ イ ン ト 上 昇 し て お り 、 男 性 優位 な 仕 組 み を 問 題視 す る 意 識 が よ り

強 ま っ た よ う で あ る 。

ま た 、 今 回 調査 に お い て も 、 女 性 と 男 性 の 意 識 の 違 い が 表 れ て い る 。 先 ほ ど の

「 男 性 優 位 の 社 会 の 仕 組 み や 制 度 」 に つ い て は 、 前 回 調 査 で は 女 性 と 男 性 と の

間 に ほ と ん ど 差 が 見 ら れ な か っ た が 、 今 回 は 女 性 が 4 . 1 ポ イ ン ト 上 回 っ て い る 。 ま

た 、 前 回 調査 で 差 が 見 ら れ な か っ た 「 女 性 の 能 力 に 対 す る 偏 見 」 も 、 女 性 が 4 . 3

ポ イ ン ト 上 回 っ た 。 一 方 、 「 女 性 の 能 力 発揮 の チ ャ ン ス が 与 え ら れ て い な い 」 に つ

い て は 男 性 が 3 . 3 ポ イ ン ト 上 回 り 、 「 女 性 自 身 が 役 職 に 対 す る 関 心 や チ ャ レ ン ジ

精 神 が な い 」 に つ い て も 男 性 が 4 . 7 ポ イ ン ト 上 回 っ た 。 こ の よ う に 、 女 性 回答者 に

お い て は 男性側 の 問題 を指摘 し 、 男 性回答者 に お い て は 女性側 の 問題 を 指摘 す

る と い う 、 認 識 の 齟 齬 が や や 見 ら れ る 。 い ず れ に せ よ 、 こ の 認 識 の ズ レ の 根 底 に あ

る の は 、 社 会 の 仕 組 み や 制 度等 の 構 造的問題 が あ る た め 、 そ の 是 正 を 積 極的 に

は か る 必要 が あ る 。

次 に 問 3 9 は 、 沖 縄 の 男 女 共 同 参 画 事 業 の 拠 点 と な る 「 て ぃ る る 」 に つ い て 、

今 後 ど の よ う な 事業 の 実施 や 拡充 を求 め る の か に つ い て 尋 ね た 質問 で あ る 。 回 答

の 傾 向 と し て は 前 回 調査 と 概 ね 変 わ ら な い 。 ま た 、 性 別 に よ る 回 答 の 違 い を 見 る

と 、 「 職 業 上 役 に 立 つ 講 座 や セ ミ ナ ー 」 「 相 談 室 」 「 出 張 講 座 」 「 芸 術 や 文 化 、 暮

ら し に 役 立 つ 講 座 や セ ミ ナ ー 」 「 実 習 活 動 の 場 の 提 供 」 に つ い て は 、 女 性 が 男 性

を 上 回 っ て い る 。 と く に 、 「 相 談 室 」 と 「 芸 術 や 文 化 、 暮 ら し に 役 立 つ 講 座 や セ ミ

ナ ー 」 は 、 女 性 と 男 性 と の 間 に 明 確 な ニ ー ズ の 差 が 表 れ て い る 。 や は り 、 前 回 調

査 と 同様 に 、 女 性 は男性 に 比 べ 、 自 身 の 生活問題や 自己実現 、 生 き が い 等 に 直

結 す る 事業 に 関心 が あ る よ う で あ る 。 一 方 、 「 男 女共同参画社会 に 関 す る 学習 ・

講 座 」 「 女 性問題 に関 す る調査 ・ 研 究 」 「 情報提供 」 に つ い て は 、 男性 が 女性 を
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上 回 っ て い る 。 こ れ も 前 回 調査 と 同 様 に 、 男 性 は 女 性 に 比 べ 、 男 女 共同 参画 に

関 す る 基 本 的 な 情 報 や 知 識 を 学 習 す る 機 会 を 求 め て い る よ う で あ る 。 ま た 、 そ れ

ら の 数 値 そ の も の は 前 回 調査 よ り も 上 昇 し て お り 、 学 習 機会 を 求 め る ニ ー ズ は 高

ま っ て い る も の と 思 わ れ る 。

ま た 、 年 齢層 に よ る ニ ー ズ の 特徴 を 見 る と 、 前 回調査 と 概 ね同 じ よ う に 、 「 職 業

上役 に 立 つ 講座 や セ ミ ナ ー 」 「 男 女共同参画社会 に関 す る 学習 ・ 講 座 」 「 女 性 問

題 に 関 す る 調査 ・ 研究 」 「 情 報提供 」 は高齢層 ほ ど ニ ー ズ が 高 ま る 傾向 に あ る 。 そ

の 他 の 事業 に 関 し て は 、 年 齢 に 関 わ り な く 、 概 ね 幅広 い 層 の ニ ー ズ が あ る よ う で あ

る 。

今 後 も 「 て ぃ る る 」 の 認 知度 を 高 め る た め に 、 様 々 な 年齢層 、 社会 的立場 、 女

性 と 男 性 、 そ し て セ ク シ ュ ア ル ・ マ イ ノ リ テ ィ に も 配 慮 し た 事 業 の 展 開 が 求 め ら れ る 。

次 に 問 4 0 は 、 男 女 共同参画 社会実現 の た め に 行 政 が 重 点 を 置 く べ き 事 業 に

つ い て 尋 ね た 質問 で あ る 。 今 回調査 か ら 、 各 事業 に つ い て 「 重 要度 」 と 「 優 先度 」

に 分 け て 、 ５ 段階 で 評価 し て も ら う 回 答方式 と な っ た 。

ま ず 、 「 重 要度 」 か ら み る と 、 す べ て の 事業 に 関 し て 、 「 非 常 に 重要 」 「 あ る 程 度

重要 」 の 合計 が 5 割 を超 え て い る 。 と く に 、 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推進 、 女 性 の

就 業 支 援 、 職 場 環 境 の 改 善 、 D V 等 の 暴 力 に 対 す る 対 策 、 学 校 教 育 や 社 会 教

育 の 場 で の 学 習 等 が 比 較 的 重 要 度 が 高 ま る 結 果 と な っ た 。 ま た 、 政 策 ・ 方 針 決

定 の 場 へ の 女 性 の 積 極 登 用 も 比 較 的 重 要 度 が 高 い 結 果 と な っ た 。 一 方 、 意 識

啓発等 の事業 は比較的重要度が低 く な っ た 。

次 に 、 「 優 先 度 」 に つ い て み る と 、 「 非 常 に 重 要 」 「 あ る 程 度 重 要 」 の 合 計 が 概

ね 5 割 を 超 え て い る 。 た だ し 、 先 ほ ど の 「 重 要 度 」 で や や 低 か っ た 意 識 啓発等 に つ

い て は 、 「 優 先 度 」 で さ ら に 低 く な っ た （ と く に 、 広 報 誌 や パ ン フ レ ッ ト 等 で の 啓 発

は 4 1 . 8 ％ に と ど ま っ た ） 。
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ま た 、 こ の 「 優 先 度 」 で は 「 無 回 答 」 が 比 較 的 多 く 、 す べ て の 項 目 に お い て 1 5 ～

1 6 ％ ほ ど に 達 し て い る 。 そ れ と 関 連 し て 、 「 ど ち ら と も 言 え な い 」 と い う 割 合 も 概 ね

高 く な っ た 。 こ れ は 、 回 答者 が 「 重 要度 」 と 「 優 先 度 」 を 区 別 す る こ と が で き ず 、 明

確 に 判断 で き な か っ た こ と に よ る も の か も し れ な い 。 次 回 の 調査 に向 け て の 改善点

で あ る 。

そ こ で 、 「 ど ち ら と も 言 え な い 」 の 割 合 が あ ま り 高 く な い 項 目 に 着 目 す る と 、 や は

り 職 場 環境 の 改 善 、 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推 進 、 D V 等 の 暴 力 に 対 す る 対 策

に 絞 ら れ る 。 そ れ ら の 項 目 は 、 「 重 要 度 」 と 「 優 先 度 」 と の 差 も あ ま り 見 ら れ ず 、

「 非 常 に 重 要 」 （ 最 重 要 ・ 最 優 先 ） も 高 い 傾 向 に あ る 。 よ っ て 、 そ れ ら の 項 目 は 、

す ぐ に 取 り 組 む べ き 重点項目 と い う 認識 が 明確 に表 れ て い る と い っ て よ い 。

以 上 の よ う に 、 性 別 や 様 々 な 年 齢層 の ニ ー ズ に 対 応 し つ つ 既 存 の 事 業 を 推 進

す る と と も に 、 「 ア フ タ ー ・ コ ロ ナ 」 も 見 据 え た事業 を 新 た に企画 す る こ と も 想 定 し て

お か な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 「 男 性 」 「 女 性 」 と い う 自 明 の カ テ ゴ リ ー の 背 後 で 見

落 と さ れ が ち な 、 セ ク シ ュ ア ル ・ マ イ ノ リ テ ィ に 配 慮 し た 事業 や ダ イ バ ー シ テ ィ を 前提

と し た 事 業 を 積極的 に企画 、 実行 す る必要 が あ る 。

（ 沖縄国際大学 ・ 桃 原一彦）
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